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1　はじめに

• 分布類似度とは

「似た語は似た文脈で出現する」という分
布仮説に基づいて計算される語の類似度で
ある

• 従来の手法

単語の類似度を測る方法として、人手で
構築・整備されたシソーラスを利用する方法
が考えられる



新しい手法

• 従来手法の欠点

　人手で構築・整備されたリソースは低カバレ
ージであることや一貫性を保つことが難しい
といった問題がある

• 現在の手法

　近年、大量のWeb コーパスが使えるように
なってきており、NLP のいろいろなタスクにお
いて、大規模コーパスを使うことにより精度が
向上している



これまでの研究と本研究

　Lin は6400 万語のテキスト、Curran は20 
億語のテキスト、相澤は4000万日本語ウェブ
ページ を利用していた

　本論文では分布類似度計算においてもコー
パスサイズを大きくすることにより精度が向上
するかどうかを示すため、1 億ページから得
られた250 億語からなるテキストを利用する



2　共起関係の抽出

　ある単語w が関係r で他の単語w’と共起している
ことを(w, r, w’) の3 つ組で表す

　rとは、“ガ, ヲ, ニ, カラ, ト, ヘ, マデ, ヨリ, ノ”

　係り受け解析済みコーパスから共起関係を抽出し、

その結果を集計することにより、すべての名詞を、共

起要素を並べた共起ベクトルで表す



共起関係の一例

ニ:行く　ニ:かかる．．． ノ:指示　ガ:青くなる．．．

20,399, 　9,284, ．．．　 945, 　　　944, ．．．

「医者」の共起ベクトル



2.1　曖昧性のある係り受けの除外

　　解析誤りである係り受け関係から共起関係
を抽出すると分布類似度計算においてノイズ
となってしまう

ここで

　　ヒューリスティックなルールに基づき、係り

　受け先に曖昧性のある係り受け関係を捨て、
信頼できる係り受け関係のみを用いた



2.2 語の単位

　語w として、単名詞と複合名詞を考える。例
えば以下の文では単名詞として「電話」、複合
名詞として「携帯電話」を抽出する。

　例： 携帯電話を購入した。



3　分布類似度計算

　Curran は分布類似度計算をweight 関数と
measure関数に分解した。weight 関数は頻
度を別の値に変換する関数であり、measure 
関数は2 つのベクトル間の類似度を計算する
関数である。



3.1 Weight

βP

　　

　

　

　　　

　　　相互情報量(MI) が広く用いられている。ただし、低頻
度語の値が高くなるという問題があるので、3 番目の関
数は補正をかけたものである。4 番目の関数はMI が
閾値 よりも大きい場合に1、そうでない場合に0 とする
関数である。

βP



3.2 Measure

βP

βP

　　

　　LIN98 はLin によって提案されたmeasure 関数で
ある[4]。JACCARD、SIMPSON、SIMSON-
JACCARDはweight 関数 P=1の場合に利用する。



4 実験
4.1 分布類似度計算

• 検索エンジンTSUBAKI2で検索対象となって
いる日本語1 億ページ、60 億文(1 兆語)

• 60 億文をuniq した16 億文(250 億語)
• 形態素解析器JUMAN、構文解析器KNP
• この処理は150CPU を用いて約1 週間

• 共起ベクトルは表3 に示す3 セットを構築し、
それぞれ5 サイズのコーパスから作成した





4.2 評価セット

　　相澤の評価セットを用いて分布類似度
の精度を評価した

　　タスクI：「A やB などのC」というパターンに着目し、
｛(A), (B)｝ を類義語として抽出。 分類語彙表で(A) 
と異なるカテゴリに属する語のうち、Web での頻度
が(B) と同程度の語(D) を求め、｛(A), (D)}を非類義
語とする
　タスクII：「A やB などのC」というパターンに着目　　
し、(C) が(A) や(B) の上位概念になっているかどう
かを人手で判定





4.3　評価

• 　予備実験の結果、weight 関数とmeasure 
関数のあらゆる組み合わせのうち、表4 にあ
げた5 つの類似度尺度の精度が比較的よか
った。

• これら5 つの類似度について、F 値を4 つの
評価セットを用いて評価した。

• F 値の評価は、類似度閾値 を0.01 から0.40 
まで0.01 ずつ変化させた時の最大値を求め
て行なった





4.4　各要素間の関係

• コーパスサイズ（文数）とF値の関係

• 曖昧性のある係り受けの除外の効果

• 語の単位（単名詞と複合名詞）

• 共起要素の格とF値の関係











5　おわりに

　　本稿では超大規模ウェブコーパスを用いて
分布類似度を計算する手法について述べた。
コーパスサイズを大きくするにつれて精度が
向上することを示した。

　　今後は分布類似度を用いて大規模格フレー
ムを構築する予定である。


